
日本医史学雑誌第50巻第1号(2004) 120

一
八
二
五
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
解
剖
学
徒
オ
ズ
ー
が
紙
塑
人
体
全

身
模
型
を
パ
リ
の
医
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
提
出
し
た
。
三
年
後
、
製

作
所
を
設
立
し
て
製
作
を
開
始
す
る
が
、
師
の
デ
ュ
プ
イ
ト
ラ
ン

ら
の
後
援
を
得
て
販
途
を
広
げ
次
第
に
世
界
各
地
の
医
学
校
で
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
に
も
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か

け
て
舶
載
さ
れ
、
江
戸
の
西
洋
医
学
所
、
長
崎
の
医
学
所
、
金
沢

の
医
学
館
、
福
井
の
済
世
館
、
大
阪
病
院
等
で
使
用
さ
れ
た
。
こ

の
オ
ズ
ー
の
人
体
解
剖
模
型
は
西
洋
医
学
導
入
期
の
医
学
専
門
教

育
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
明
治
初

期
日
本
に
お
け
る
教
育
用
人
体
解
剖
模
型
製
作
の
開
始
に
あ
た
っ

て
制
作
モ
デ
ル
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
一
月
、
第
一
回
遣
欧
使
節
団
の
竹
内

52

フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
た
紙
塑
人
体
模
型
と
明

治
初
期
日
本
に
お
け
る
人
体
解
剖
模
型
製

作
の
開
始

月
澤
美
代
子

下
野
守
ら
に
よ
り
江
戸
の
西
洋
医
学
所
に
交
付
さ
れ
た
紙
塑
人
体

模
型
は
、
医
学
校
、
そ
し
て
大
学
東
校
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
明

治
五
年
二
八
七
二
）
湯
島
聖
堂
で
の
文
部
省
主
催
博
覧
会
で
は

「
模
造
人
体
仏
国
製
」
と
し
て
展
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
、
大

学
東
校
か
ら
は
生
人
形
師
松
本
喜
三
郎
に
田
口
和
美
指
導
の
も
と

に
人
工
体
を
製
造
す
る
よ
う
に
と
の
依
頼
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
、
喜
三
郎
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
人
工
体
は
残
さ

れ
て
お
ら
ず
、
全
身
人
体
解
剖
模
型
が
実
際
に
制
作
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
東
京
上
野
で

開
か
れ
た
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
二
体
の
人
体
解
剖
模
型
が

出
展
さ
れ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
出
品
目
録
「
第
八
巻
第

二
区
製
品
第
十
六
類
教
育
器
具
」
に
東
京
大
学
理
学
部
構
内
工

作
場
で
制
作
さ
れ
た
器
具
模
型
の
一
つ
と
し
て
理
学
部
の
出
品
し

た
「
人
体
解
剖
模
形
」
と
、
山
形
県
か
ら
の
出
品
物
と
し
て
公
立

病
院
長
・
長
谷
川
元
良
の
出
品
し
た
「
紙
型
人
禮
」
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
「
各
部
精
巧
ナ
ル
ヲ
観
ル
厚
ク
心
ヲ
用
ヒ
カ
ヲ
專
ラ

ト
ス
ル
跡
明
ラ
カ
ナ
リ
」
と
い
う
評
語
と
と
も
に
一
楮
製
人
体
解

剖
雛
形
」
制
作
者
の
北
川
岸
次
、
「
紙
塑
人
像
」
制
作
者
の
神
保

平
五
郎
に
対
し
て
最
高
の
龍
紋
賞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
神
保
平
五
郎
の
制
作
品
に
対
し
て
は
「
文
部
省
ニ
ァ

ル
モ
ノ
ヲ
模
シ
」
と
い
う
語
が
評
語
の
冒
頭
に
付
け
ら
れ
て
い

る
。
明
治
十
年
の
春
、
長
谷
川
元
良
が
県
令
三
島
公
の
許
可
を
受

け
、
神
保
平
五
郎
を
東
京
大
学
医
学
部
に
派
遣
し
て
紙
塑
人
工
体

の
製
造
を
学
ば
せ
た
と
い
う
明
治
十
一
年
の
「
医
事
新
聞
』
の
記

事
が
石
田
純
郎
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
明
治
十
年
東
京

大
学
の
設
立
に
あ
た
っ
て
長
谷
川
元
良
が
多
額
の
寄
付
を
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
神
保
平
五
郎
の
模
作
は
同

年
、
短
期
間
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

日
本
医
史
学
会
十
一
月
例
会
（
二
○
○
三
年
十
一
月
二
十
二
目
順

天
堂
大
学
）
で
論
者
は
、
九
州
大
学
医
学
部
所
蔵
人
体
模
型
に
付

け
ら
れ
た
符
号
を
分
析
し
、
こ
れ
が
、
明
治
七
年
か
ら
明
治
十
年

の
短
い
期
間
に
存
在
し
た
東
京
開
成
学
校
工
作
場
で
大
学
東
校
の

解
剖
学
者
・
今
田
束
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
北
川
岸
次
、
山
越

長
七
に
よ
り
制
作
開
始
さ
れ
た
楮
製
の
紙
塑
人
体
解
剖
模
型
、
す

な
わ
ち
、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
「
人
体
解
剖

模
形
」
の
流
れ
を
く
む
一
体
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

山
越
長
七
に
よ
る
と
、
こ
の
工
作
場
で
の
人
体
解
剖
模
型
制
作

は
明
治
八
年
に
開
始
さ
れ
、
明
治
十
二
年
に
は
経
営
が
大
学
か
ら

民
間
に
移
さ
れ
、
山
越
が
そ
の
任
に
当
た
っ
た
と
い
う
。
北
川
岸

次
の
死
去
す
る
明
治
十
五
年
頃
に
は
、
今
田
、
北
川
、
山
越
ら
は

東
京
大
学
の
龍
岡
門
の
長
屋
の
工
作
部
で
製
作
・
修
理
に
あ
た
っ

て
お
り
、
金
沢
大
学
に
現
存
す
る
キ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
は
、
こ
の
時

期
に
今
田
、
山
越
に
よ
り
修
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
山
越
長

七
は
下
谷
区
御
徒
町
に
山
越
工
作
所
を
設
立
し
模
型
・
標
本
・
機

械
等
の
製
作
を
手
広
く
行
っ
て
い
っ
た
。
な
お
、
京
都
の
島
津
製

作
所
が
人
体
模
型
製
作
を
開
始
す
る
の
は
明
治
二
十
四
年
以
降
で

隼
衲
》
つ
（
》
Ｏ

北
川
岸
次
に
つ
い
て
蒲
原
宏
先
生
か
ら
有
益
な
ご
教
示
を
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
本
稿
は
文
部
科
学
省
科
研
費
・
特
定
領
域
Ａ
②
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く

り
」
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
）

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）


